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要　旨

太陽光発電システムは，複数枚の太陽電池セルから成る

モジュールとパワーコンディショナから構成されている。

今後の普及拡大に向けては，発電コストの更なる低減が求

められており，そのキーとなる技術が太陽電池セルの発電

効率向上とパワーコンディショナの電力変換効率向上であ

る。

三菱電機では多結晶シリコン太陽電池セルで世界トップ

レベルの最高変換効率18.6％を実現した。太陽電池セルの

受光面側にはテクスチャと呼ばれる表面凹凸構造と反射防

止膜との組み合わせによる反射防止構造が適用されており，

高効率セルは新しいプラズマテクスチャ形成などの技術を

開発することによって実現した。また，階調制御型インバ

ータ技術を適用したパワーコンディショナで業界トップの

電力変換効率97.5％を実現した。階調制御型インバータで

は電圧の異なる複数のインバータを直列に接続し，それら

の出力を組み合わせて擬似正弦波電圧を得る技術であり，

スイッチング周波数を大幅に低減できるため，低損失化・

低ノイズ化が可能となった。
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太陽光発電システムは複数枚のセルから成るモジュールで直流電力を発生させ，パワーコンディショナで交流に変換するシステムである。太
陽光発電システムでの発電効率を高めるためにはセルの発電効率とパワーコンディショナの電力変換効率の両方を向上させる必要がある。当社
の多結晶シリコン系太陽光発電システムではセルとパワーコンディショナ両方の高効率化技術を開発し，業界トップレベルを実現している。
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